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●遺伝研について

←

P

田島弥太郎所長

　遺伝というと誰でもすぐ思い浮かべるのは生物のある特徴か親か

ら子，子から孫へと伝達されて行く現象だと思いますが，このほか

にこれに劣らず大切なもう一つの現象があります。それは生物の体

を構成している細胞が分裂する際に自己と全く同じ組成を持った細

胞を作って行く現象です。前者が世代と世代とをつなぐ，いわば縦

の関係であるのに対し，後者は同じ個体の中で，細胞と細胞との間

をつなぐ横の関係であります。両者ともに遺伝の情報が正確に複製

されて，それが細胞分裂にともなって別の細胞に伝えられて行くと

いう点で共通しております。

　遺伝学が近代科学として誕生したのは西暦1900年の事ですが，当

時は遺伝学の対象は親と子の間をつなぐ縦の関係だけと考えられて

いたようです。特定の形質の伝達や発現の様式，個体や品種の特徴，

その能力改善などと言ったことが研究の中心課題でした。

　その後学問の進歩とともに遺伝学の対象が，遺伝の本体である遺

伝子の追及に進み，今日ではそれがDNAという化学成分で構成さ

れた遺伝情報の連鎖に外ならないことがわかり，この遺伝情報の複

製，伝：達，翻訳，調節などが遺伝学研究の中心課題となってまいり

ました。当然のことながらこれらの現象と深い関連を持つ細胞分化，

老化，免疫，がんなどの諸問題も遺伝学の研究対象の中に入ってき

たわけで，今や遺伝学の研究対象は生命現象全般にわたると言って

も過言でない程広汎にわたるようになりました。

　ところで当所は，戦後の混乱の中から窮極的には人間の優生をも

含めて生物の形質改良を実現することによって衣食住を豊かにする

ことを期待しながら，遺伝現象の中に秘められた基本原理の解明お

よびその応用を通じて世界の文化に貢献しようという構想で設立さ
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れたものであります。それ以来当所ではこの設立の趣旨にのっとり

鋭意研究に努力してまいり，今日では国際的にも広くその活動を認

識されるに至っております。

　設立当時構想した10研究部門は，30年を経た今日では既に実現さ

れ，このほかに遺伝実験生物保存研究施設を加えております。しか

し遺伝学発展の現状は到底これだけで対応しきれるものでなく，特

別研究その他で応急的に対処しておりますが，今や抜本的な拡充強

化を必要としております現状を申し上げて，関係各位の御理解と御

支援をお願いする次第です。 d

q

　　こゾ㌧●　　ノロ 革

昭和24年6月

　　　　8月

昭和27年1月

昭和28年1月

　　　　8月

昭和29年7月

昭和30年9月

　　　　10月

昭和35年4月

昭和36年9月

昭和37年4月

昭和38年1月

昭和39年3月

　　　　4月

昭和43年3月

昭和44年4月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和49年4月

昭和50年3月

　　　　10月

昭和51年10月

昭和53年9月

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置

庶務部，研究第1部，研究第2部及び研究第3部の

4部門で発足

小熊拝初代所長就任
易1」負官茉斤築

研究第1部を形質遺伝部，研究第2部を細胞遺伝部，

研究第3部を生理遺伝部に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遺伝部新設

研究本館第1期第1次工事竣工

微生物遺伝部新設

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

集団遺伝部新設

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

森脇大五郎第3代所長就任，分子遺伝部新設

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

植物保存研究室新設

田島弥太郎第4代所長就任，内部照射棟及び附属棟

新築

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設に微生物保存研究室新設

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

●
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●目的と使命

文部省設置法第23条

　国立遺伝学研究所は，遺伝に関する学理の総合研究及びその応用

の基礎的研究をつかさどり，あわせて遺伝学研究の指導，連絡及び

促進をはかる機関とする。

■
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　　　萬右衛門

　　　　三　郎

御園生圭輔

向坊　 隆

森脇大五郎

諸星静次郎

科学技術会議議員

東　京　大　学　教　授

東京大学名誉教授

大　阪　大　学　教　授

京都大学名誉教授

東京農業大学教授

国立公害研究所長

人口問題研究所長

北海道大学教授
東　京　大　学　教　授

原子力安全委員会委員

東　　京　　大　学　　長

東京都立大学名誉教授

東京農工大学長
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●組 織

所長
田島弥太郎

評議員会

庶　　務　　部

部長　大石達徳

形質遺伝部
部長　黒田行昭

細胞遺伝部
部長　吉田俊秀

生理遺伝部
部長（併）田島弥太郎

生化学遺伝部

部長　杉山　勉

応用遺伝部
部長　岡　彦一

変異遺伝部
部長　賀田恒夫

（昭54．4．1現在）

竃㌫⊥1璽
会計課一［竃鷲
　課長　木村　進

第一研究室

　室長　村上昭雄

第二研究室
　室長（併）黒田行昭

第一研究室
　室長（併）吉田俊秀

第二研究室

　室長　森脇和郎

第一研究室

　室長　渡辺隆夫

第二研究室
　室長（併）田島弥太郎

第一研究室

　室長　名和三郎

第二研究室

　室長　小川怒人

第三研究室
　室長（併）杉山　勉

第一研究室
　室長（併）岡　彦一

第二研究室

　室長　井山審也

第三研究室

　室長　沖野啓子

第一研究室
　室長（心）土川　清

第二研究室
　室長（併）賀田恒夫

第三研究室
　室長（併）賀田恒夫

司
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人類遺伝部

微生物遺伝部

集団遺伝部

分子遺伝部

遺伝実験生物
保存研究施設

施設長（取）

　　岡　彦一

　　第一研究室「一
　　　室長（併）松永　英

第二研究室

　室長　中込弥男

第一研究室
　室長（併）広田幸敬

第二研究室
　室長（併）広田幸敬

第一研究室

　室長　原田朋子

第二研究室

　室長　丸山毅夫

第一研究室

　室長（併）三浦謹一郎

第二研究室

　室長　杉浦昌弘

動物保存研究室
　室長（併）吉田俊秀

植物保存研究室

　室長　藤井太朗

微生物保存研究室
　室長（併）杉浦昌弘

●定 口
貝

●

（昭和54年度）

指定職 研　究職 行政職 計

1　人 75　人 22　　人 98　人
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●各種委員会

所長の諮問に応じて審議検討し，助言するため次の各種委員会を

置く。

図　　書　　委　　員　　会

予　　算　　委　　員　　会

建　　築　　委　　員　　会

農場・温室運営委員会
宿　　舎　　委　　員　　会

電子計算機委員会
共　通機　器　委　員　会

将来計画委員会
特会法移行検討委員会

RI放射線利用委員会

排水等処理委員会
系統保存運営委員会
厚　生安全委　員　会
R　I　管理委　員　会

系統保存委員会
組換えDNA実験安全委員会

　（委員長）

黒　田　行　昭

吉　田　俊秀

広　田　幸敬

岡　　彦一
木　村　資　生

木　村　資　生

三　浦　謹一郎

松　永　　　英

木　村　資　生

賀　田　恒　夫

杉　山　　　勉

岡　　彦一
大石達　徳
三　浦　謹一郎

岡　　彦一

喝

●予 算

昭和54年度予算額
文部本省所轄研究所
文部本省所轄研究所施設費

国立機関原子力試験研究費

国立機関公害防止等試験研究費

　　　合　　　計

645，606千円

140，714千円

35，496千円

　8，418千円

830，234千円 唱

科学研究費補助金
　　　　　　（53年度）

　環境i斗学牛寺別石汗究

　特　定　研　究

　総　合　研　究

　一　般　研　究

　海外学術調査

99，490千円

13，900千円

21，700千円

19，600千円

32，800千円

11，490千円
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伝 部

　形質遺f云部は，二つの研究室からなり，生物の各種遺f云i’1｛J形質の分

析や発現機構，突然変異の生成機構なと“について刷：’先をイj∵、ている、，

　第1研究室では，わが国独特の伝統ある材料であるカイコの各種の

特徴を生かして，遺伝学的ならびに細胞学的研究を進めている，、特に

カイコでは，生殖細胞に対する突然変異性の検出が比較的容易なので，

ポテンシャル・ミュ…タゲンのスクリーニングやトリチウム水の突然、

変異発生効果など（ソ）伺：究も進められているf，

　第2研究室では，各種条件を厳密に規定できる昆虫および哺乳類，

鳥類などの培養細胞を用いて，発生における遺伝∫・発現，形質分化，

突然変異の生成機構などについて研究を行っている、，

　これまでa）研究成果としてとくに注目されるのは，　カイコに1莫」する

研究では，川島前部長（　J）．1所長）によi）て開発された卵色遺伝∫・を標

、識とする特定座位法を川いた放射線誘発突然変皇Il〔の研究で，これを用

いた放射線に関する川：究は，国1際的にも高く評lliliされている、、

　また，培養細胞に関する研究では，黒HI部長がショウジョウバエの

体外培養i技法を開ζεして，遺f云r’発現に独特…の新分野を開拓したt、さ

　　　　　　　らに，　ヒト胎児の培養i糸llU胞を月1いての化学物質による突

▲γ線緩照射装置によるカイコの実験

然、変異の鋭敏な杉こ出系の確、‘ノ1と遺伝自元」モニタリングへの

適川などがあげらiしる、，

　」環境・変異原の「突然・変異’性につい’（，本川η先剖～で’a）カイ

コおよびヒト培養細胞を用いたAF2や，食品色素など

び）突然変異’性の発見は，内外ともに屯大な関・じ・を1呼んだ

こヒも1与竿：されよう．，

▲倒立位相差顕微鏡による培養細胞の観察

7
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M1

　　　　　　　細胞遺伝部には2つの研究室があり，第1研究室は染色体の形態や

　　　　　構造を，第2研究室は構造と機能を研究の主体としている。

　　　　　　　この部では従来より，マウス，ラットその他野生ネズミの細胞遺伝

　　　　　学的研究を進め，特にクマネズミの染色体や血清蛋白の多型および地

　　　　　　クマネズミにおける染色体の逆位，結合および切断等による核型分化

　　　　　　と生物進化の関係について重要な知見を得た。

　　　　　　一方，広く世界各地から採集した野生ハツカネズミの遺伝学的諸特

　　　　　性の分析から各亜種の分化の道筋を推定すると共に，日本産亜種の特

　　　　　異性を明らかにした。このマウス特有の遺伝f’を従来の実験用マウス

　　　　　　　　　　に導入して細胞の分裂・分化研究用の新しい実験素材を作る

嚇　　囎

pas 〃

＄

舶

砧

　8

ぬ禽
i3

舗

㌦

撫

日

議

・10

9as

札　鴇鷺　．・
16　　　　　］7　　　　18

　　　　　　　　飴

　　　　　　　　X　X

学等の研究も進められている、，

　またマウス，ラット系統の維持育成や野生ネズミからの新

しい実験動物育成も研究活動の一環としておこなわれており，

その成果は医学生物学の研究分野で広く利用されつつある。

4　モーリシャスクマネズミの特異な染色体構成　A：中期分
裂像。大きなメタセントリック染色体（MlとM2）を含んで
いるのでオセアニア型（2n＝38）であるが，小さなアクロセン

　トリック（丸で囲む）が10個に増加し，染色体数は42本である。

　B：Gバンド染色による核型分析。第14と第18は元来小型
のメタセントリックであるが，モーリシャスクマネズミはそ

れらが動原体部で切断を起し，アクロセントリックとなって

いる。

ネズミ飼育室レ
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伝 部

　生理遺伝部はショウジョウバエを材料にして，「行動遺伝学」と「集

団・生態遺伝学」の研究を行っている。行動遺伝学の分野では，成

虫の日周性活動リズム・走光性・走地性・飛翔能・歩行能・交尾およ

び産卵行動，さらに幼虫の捕食行動や踊化場所選択行動などの遺伝的

変異を各種装置を使用して分析し，光や温度，エサその他の環境下に

おいて上記の行動を支配する遺伝子がどのような様式で発現するか，

その進化的意義は何かを考察している。集団・生態遺伝学の分野では，

白然集団および実験室集団に含まれる致死遺伝子・不妊遺伝f・可視

突然変異・染色体異常およびアイソザイム変異等の突然変異率や自然

淘汰率などを調べ，これらの遺伝的変異の適応度や集団中の動態を測

定している。また，近縁同胞種を含む人家性ショウジョウバエの自然

界における種間競争や共存の要因を分析するために野外や実験室で長

期の生態観察を行うとともに，近縁種間の雑種形成を行って種分化に

ともなう遺伝的変化の究明にあたっている、，

■

白

＜ショウジョウバエ飼育室（25℃）内部

▼ショウジョウバエの活動を記録する装

　置（左）と、温度、照度、制御恒温器

　（中）およびそのプログラム装置（右）

卜

k・頃H臼糸1■頃口●激

ζ二

1”””一一1

剛目

yi

j
▲
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　牛化学：遺伝川1でほ多糸川阻！肋物における遺仏j’・発」歩↓に関．！．る川’究を多

ll皮の材料を使）ljして行’・ているなカ・てち昆虫，植斗勿等ノ川三質転換や

クンノ・ク質，　アイソ・げイム（ノ㌦じ／八1永！助つM；斤1よ⊥＜年にノ・た一）　”・llイ∫ノ・2iて

きた

　」トと」ノi’l　tjき1「一アニー　一ニノ　と　 し　 ’i．C言デミノ1／く｜二　ト　 フ　を・」・イ＊；：1・　｝二　L．　ノ：二｛1月ノタじ　も　イ∫L　一ノ　r．rし　、イ：）．1

ヒドラの体ほ6何・〕1∬の細胞か総数糸｛川oo、ooo川‖三長一ノてll1｜来L㌧，：し1

るか、　二れは複雑な高等動物にくらへるヒ極ダ）てli孫屯な細胞掃｜」成‘こあ

る．，従ノてそソ）6↑屯ψ・〕糸川胞かどのイぷな｝《隻f髭を」寸／、，　〔たど万なイ・目圧関

係に、らるカ・を、調べるのに極ダ）て都合ソ）1’↓い材料・である．　f列えぱヒ　ドラ

（ノ）突然’変異系糸イ己には神経細胞力V全部なくなってLl三・，た系糸イ己かある，

この様な系統は日り｝でエサをとることは出米ないか，人L的に強制給

r川：すると成長，」曽殖1．ることが川’能である‘．それてニソ）系糸充の小］’性

質’�Pビ常系糸ハじと比較することにより神経細胞ソ日’∫つ1動ごをくわしく調

べる二とか出来る、、／ト．迄神経細胞1．t！助物の発生やllt一ノ1：．に不吋欠ヒ／l；じ

られてきたか，無t’申経ヒドラの川：’タヒにより二のYyノ．（ノ川川りかH月らかに

な一ノた（少なくもヒドラにおいて）．，二の様に情成細胞そわそわ】り性質

かよく」：il朔年されると，　そソ）集合・f本で’あ～1）f川f本ソ）］寸）1’J〔も史に良（」叩仰白川

来るようになるもソ）ヒ足｜、わわる．

蕊㌦．鱗。、

　　　へペト

・ww蟻

嚇壁

》蟻
“

ミ懇聾蕊畿
li　　　±

欝載
◎

麟㌔簿騰
叉麩

灘

　　　　　曳
　　熊輪覇

　・　　龍驚
　　　・鰍輪
　　　・ギ

懸驚磯

慧盤麟識難畿顎

・；昆虫の形質転換

カイコの幼虫にDNA
　を注入した結果，形質

転換で黒色卵が生れた

例

正常ヒドラ（左）と炉

無神経ヒドラ（右）

10

　5mm


